
在来線上空において桁を大型クレーン 2台により合吊り架設した施工実績について
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１．はじめに

本工事は、北海道新幹線（新青森～新函館）延伸工事に伴い、在

来線（以下、「津軽線」）をまたぐ鉄道橋（PPC）L＝39ｍを現地にて

製作し、クレーンで桁を架設するものである（図-1）。

本稿では、ＰＰＣ桁架設工事において主桁(単純Ｔ桁、桁長 38.96

ｍ、上幅 1.0ｍ、下幅 0.35ｍ、重量約 135ｔ/本：6本)（図-2）を大

型クレーン 2台(550tクレーン 1台、400ｔクレーン 1台)による合吊

で架設した施工実績について報告する。

２．施工条件

津軽線は、電車線等による上空の制約条件は無い。作業時間は、

最終列車通過後から始発列車通過前までの間 19：40～翌日 6：00（約

10 時間）である。しかし、近くに民家があることから工事による環

境対策として施工時間を 19：40～2：00（6時間 20分）とし計

画した。

３．架設時の桁の安全性の検討

桁長が長く、横方向の剛性が小さいことから横方向の座屈を

行った。検討の結果、安全率が 2.368となり安全率の判定基準

2.5を下回る結果となり補強が必要となった。

対策としては、桁の横方向剛性を増大させることが有効であ

るため、例えば、フランジ先端に仮のコンクリートスラブを追

加する、また、H 鋼等をフランジ先端に追加することで、架設時の桁の横方向剛性を増加させる方法がある。

ただし、この方法は、架設重量の増大によるクレーンコストの増加、架設後の撤去作業等の危険作業、作業時

間の増加など、合理的な方法ではないため、今回のような長大桁を架設する場合には、一般的ではない。

横座屈に対する安全性を向上させる対策と

して、桁上縁に補強 PC 鋼棒を配置し、緊張力

2×200＝400KN を導入することした。主桁に

あらかじめ、アンカー筋（φ30ｍｍ）を埋め

込んでおきこれに金具を取付けた。長さ 34ｍ

の区間を異形ＰＣ鋼棒でつなぎ（2 列/桁）、

センターホールジャッキで緊張を行った。以

上の補強 PC 鋼材を追加する対策とした（図

-3）。

４．架設計画

前作業として桁主桁ヤードから桁を横取りし、所定の場所にて 200ｔクレーンと 550ｔクレーンにて特殊ト

レーラーに積み込みをした。本作業として津軽線に仮設通路を設置し横断する形でトレーラーを引出しその位
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図-3 補強 PC鋼棒による横座屈防止対策
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置にて 400ｔクレーンと 550ｔクレーンにて合吊りし橋脚高さまで吊り上げ架設を行っ

た。地震対策として、設計水平震度を 0.25 と仮定し、橋脚上の主桁の仮固定を強力サ

ポートにて左右 3本設置とかつワイヤーロープで仮固定した。また 2本目以降は、桁と

桁との間に角材を入れ、横組床板鉄筋をワイヤークリップで 7箇所連結した（図-4、5）。

５．架設実績

トレーラーの移動、吊金具設置撤去、トレーラーに桁を積込した際

の転倒防止設置撤去の作業が計画より半分の時間でできた。桁の吊上

げは、計画通り 25 分であった。桁の据付・調整については、横桁の

鉄筋が張り出しているため桁と桁の鉄筋の干渉があり、計画 15 分に

対し 22 分と 5 分要したが全体的にほぼ計画通りまたは、早く施工す

ることができた。最終日に関しては、計画 6時間 20 分に対して施工

時間 4時間 20 分と 2時間の短縮となった（写真-1、表-1）。

６．おわりに

本報告では、営業線上空に架線がなく、施工間合いが確保できた。

また施工当日の天候は、無風に近く、クレーン架設には好条件であっ

た。

今後も安全・工程・品質管理を確実に行い、無事に協定先へ構造物の引渡しが行えるよう引続き取り組んで

いく。
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表-1 計画と実績工程表（最終日）

写真-1 桁架設
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図-4 架設フロー
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